
－多様な主体によるまちづくりを実現するために－

浜松市市民協働を進めるための基本指針

～自治会の皆様へ～

市民協働で築く

『未来へかがやく創造都市・浜松』

社会的課題の例 「私たち」 とは
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が取り組んでいます。このような多様な主体

（私たち）が、お互いを理解し、信頼し、想い

を共有し、対等な立場で手を取り合いなが

ら、市民一人ひとりが幸せに暮らせる地域

にするために主体的に取り組むことが「市

民協働によるまちづくり」です。

少子高齢社会に突入した日本では人口減

少が進み、一方で個人の価値観等が多様

化していることから、社会的課題が複雑化

しています。その課題を解決するために、市

民、NPOや自治会をはじめとした市民活動

団体、事業者、市など、さまざまな人や団体
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それぞれの力だけ

では課題解決は困

難です。

そこで、新たな担い

手の発見や、現在

の担い手の規模を

拡大し、私たちが連

携して取り組む必要

があります。

市民、市民活動団体、事業者

が必要とする支援を行い、コー

ディネーターとして多様な主体

のマッチングを実現している。

高齢化

NPO法人数の増加

事業者による社会貢献活動

人口減少

●社会的課題の種類・

量の増加

●市民活動の担い手

の減少

●市民の興味・関心

の高まり

●民間事業者による

公共サービスの

提供

本業と地域や社会

への貢献の両方

を通じて企業価値

を高め、社会に欠

かせない存在とし

て活躍している。

地域住民みんなで助け合い、安全で安心な住みよい地域を築いていきましょう！

困りごとを解決するためのリーダーとして、想いを持って多

様な主体と協働しながら、持続可能な活動を展開している。

子供から大人まで、

全ての市民が浜

松を創造し、地域

や社会の一翼を

担う主体として自

分にできる行動を

している。

「市民協働」によるまちづくりはなぜ必要？

「市民協働によるまちづくり」とは？

多様な主体（私たち）の将来の姿と基本的な考え方

自治会として市民協働を進めることとは？
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市民協働で

まちづくりの

主役になる

繋がる
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深める

まちづくりへの

関心を高める

広げる

・地域の様々な活動団体と連携を図り、お互いに支援し合いな

がら、地域コミュニティの中核としてまちづくりに取り組んでいる。

・子供から大人まで幅広い世代の住民を巻き込み、地域を支え

る担い手を育てている。

・児童・高齢者の見守りや災害に備えた防災活動など様々な

活動を通して、安全・安心なまちづくりに貢献している。

・防犯灯の設置、環境美化活動など公共性、公益性のある

活動をしている。

・回覧板を通して、地域や市からのお知らせを届けている。

・防災訓練など地域住民が参加する活動を通して、共助の

意識を高めている。

・地域の運動会など様々なイベントを開催し、交流の場を

作っている。


